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野菜鯵わい定食 635 ○ 32.2 18.5 ○ 6.6 ◎ 3.4 160 ○ 60 ○
健康ベジチキ定食 645 ○ 23.6 ○ 26.1 3.4 2.8 ○ 190 ○ 40
彩り野菜とバジルチキン定食 648 ○ 32.9 17.8 ○ 5.7 ○ 2.6 ○ 190 ○ 90 ○
春野菜と鰆の定食 608 ○ 34.0 19.8 ○ 6.3 ◎ 2.7 ○ 170 ○ 95 ○
身体が温まるぽかぽか定食 628 ○ 33.6 24.6 5.7 ○ 3.3 ○ 200 ○ 90 ○
元気いっぱい定食 645 ○ 30.0 ○ 24.7 6.4 ◎ 3.1 ○ 211 ○ 90 ○
野菜たっぷりマシソヨ定食 629 ○ 23.3 ○ 25.6 5.8 ○ 3.3 ○ 110 70 ○
鮭のたっぷり野菜あんかけ定食 649 ○ 32.0 10.9 5.9 ○ 2.6 ○ 180 ○ 20

























































年月日 掲載紙 タイトル 連携活動
2014/4/23 朝日新聞 女子大生考えた「初夏メニュー」 東武百貨店 船橋店　「グッドバランスメニュー」
2015/1/30 ニューファミリーけいよう 女子大生のアイデアを、料理長の腕で実現　グッドバランスメニューフェア 東武百貨店 船橋店　「グッドバランスメニュー」
2015/1/31 千葉日報 ”栄養士の卵”が新メニュー　旬の食材使い栄養配慮 東武百貨店 船橋店　「グッドバランスメニュー」
2015/2/7 市川よみうり グットバランスメニュー考案 東武百貨店 船橋店　「グッドバランスメニュー」
2016/6/15 讀賣新聞 女子大生考案　アボカド料理 東武百貨店 船橋店　「ビューティーメニュー」
2016/7/9 市川よみうり 学生が「アボカド」メニュー開発 東武百貨店 船橋店　「ビューティーメニュー」
2014/10/2 日刊油脂特報 お弁当レシピ発表試食会開催　和洋女子大学と産学連携　「まごはやさしい！お弁当」が最優秀賞を受賞 ボーソー油脂
2014/10/10 ニューファミリーけいよう 米油を使うと、冷めてもおいしい！学生が考えたコラボ弁当 ボーソー油脂
2015/10/10 市川よみうり 米油のレシピ　和洋女子大の学生が考案 ボーソー油脂
2016/10/10 大學新聞 注目の米油を使った朝活レシピを開発 ボーソー油脂
2015/10/22 千葉日報 女子大とコラボ新メニュー　やちよ蕎麦の会 やちよ蕎麦の会×八千代商工会議所
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   将来管理栄養士を目指す学生が、地域と連携し「食」
と「農」の交流を進めています。地域の企業とのコラ
ボによるメニュー開発や農作物の栽培・収穫・加工  
までを体験し、実践力を高めています。 
県は、���食育推進�� 
「ちばの恵みで まんてん笑顔」
により食育を推進しています。 
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　産学官連携活動のそれぞれの取り組みは様々で、連携先との企画・調整、学生への活動の橋渡し役は、
教員、助手等が担うことになる。これらの負担はかなり大きいが、これまでの実績、経験から、できるだ
け連携先の指導協力を仰ぎ、学外での学びを学生に体験させることが、双方の利益になるという結論に達
した。本稿で詳細な紹介ができなかったスポット的なイベント参加や期間限定の取り組みも多くあり、そ
れらの企画・調整は、作業量が一度に集中することになって苦労が多い分、実施後の連携先、学生、教員
スタッフの達成感や連帯感は何ものにも代え難い。
　今後の活動の課題として、各取り組みの成果を客観的に評価していくことが必要であると考える。例え
ば、「産」においては販売促進の程度や顧客の態度の変化、「官」については地域におけるイベント等への
住民の参加状況や地域貢献度の調査、「学」については学生の学習態度への影響や、管理栄養士の資質向
上の指標としての管理栄養士国家試験合格率や就職状況への反映を確認できるとよい。今後とも、効果的
な産学官連携活動を継続していけるよう、関係者が協力して取り組んでいきたい。
５．謝辞
　健康栄養学類の産学官連携活動の推進にあたり、連携先関係者、地域の方々、学内の皆様の情熱ある対
応、ご支援に心からお礼申し上げます。
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